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平
成
30
年
度 

第
５
回 

 
 

 

ス
ピ
ー
チ
発
表
会 

スピーチ発表会＆座談会風景 

昭
和
29
年
（
１
９
５
４
年
）
９
月
、
赤

坂
の
お
寿
司
屋
さ
ん
の
２
階
で
10
数
名

の
会
員
で
ス
タ
ー
ト
し
た
と
云
わ
れ
る
銀

鈴
会
も
今
年
で
65
年
目
を
迎
え
ま
す
。
節

目
の
年
と
し
て
銀
鈴
会
創
設
者
た
ち
の

「
声
を
失
っ
た
喉
摘
者
が
声
を
取
り
戻
し
、

社
会
復
帰
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
強
い

思
い
が
蘇
り
ま
す
。
先
人
た
ち
は
、
笛
式

人
工
喉
頭
に
よ
る
発
声
が
全
盛
の
中
、
食

道
発
声
を
実
践
し
、
教
材
を
整
備
し
て
食

道
発
声
の
普
及
を
は
か
り
ま
し
た
。
全
国

の
喉
摘
者
団
体
は
連
携
し
て
日
喉
連
認
定

喉
頭
摘
出

者
発
声
訓

練
士
の
資

格
制
度
を

確
立
し
ま

し
た
。
現

在
で
は
全
国
ど
こ
で

も
同
等
の
訓
練
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
医
療
技
術

の
進
歩
で
単
純
喉
摘

手
術
数
は
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
食
道
再

建
手
術
が
増
え
、
高

齢
者
と
女
性
会
員
も
増
え
て
い
ま
す
。
発

声
方
法
に
つ
い
て
も
食
道
発
声
が
多
数
で

あ
る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
職
場
復

帰
を
急
ぐ
方
は
シ
ャ
ン
ト
発
声
、
高
齢
者

は
Ｅ
Ｌ
発
声
を
選
択
す
る
方
が
増
え
る
な

ど
、
喉
摘
者
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化
し

て
い
ま
す
。
銀
鈴
会
と
し
て
も
、
こ
れ
ら

の
変
化
に
適
応
さ
せ
な
が
ら
活
動
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

そ
こ
で
今
年
度
の
総
会
、
声
の
祭
典
は

費
用
節
減
と
会
員
さ
ん
の
便
宜
を
考
慮
し
、

昨
年
ま
で
の
信
濃
町
の
東
医
健
保
会
館
で

は
な
く
、
発
声
訓
練
が
行
わ
れ
る
田
町
の

障
害
者
福
祉
会
館
に
て
行
う
予
定
で
す
。 

ま
た
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ベ

ト
ナ
ム
（
ホ
ー
チ
ミ
ン
）
で
の
発
声
教
室

開
設
支
援
が
あ
り
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

の
強
い
要
望
を
受
け
て
２
年
前
か
ら
進
め

て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、こ
の
度
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
が
決
定
し
ま
し
た
。
ベ

ト
ナ
ム
の
沈
黙
の
喉
摘
者
に
希
望
の
光
を

届
け
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

平
成
27
年
に
始
ま
っ
た
賛
助
会
員
制

度
も
皆
様
の
ご
支
援
で
順
調
に
育
っ
て
は

お
り
ま
す
が
、
更
に
入
会
の
輪
を
広
げ
、

頼
れ
る
組
織
に
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
年
度
も
皆
さ
ま
方
の

一
層
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

平
成
31
年
２
月
16
日
（
土
）
港
区
三

田
の
東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
に
て
、
銀

鈴
会
特
別
常
任
顧
問
の
福
田
宏
之
先
生
を

お
招
き
し
て
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

座
談
会
に
は
、
会
員
、
そ
の
家
族
合
わ

せ
て
120
名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の

座
談
会
で
は
、

手
術
に
よ
る

後
遺
症
の
悩

み
、
日
常
生

活
で
の
悩
み

を
、
医
学
的

見
知
か
ら
は

耳
鼻
咽
喉
科

専
門
医
の
福

田
先
生
、
日

常
生
活
に
つ

い
て
は
発
声
訓
練
士
が
、
事
前
に
28
名
の

会
員
か
ら
い
た
だ
い
た
質
問
に
お
答
え
い

た
し
ま
し
た
。
福
田
先
生
に
は
質
問
者
と

直
接
対
話
し
な
が
ら
の
回
答
を
い
た
だ
き
、

参
加
し
た
家
族
を
含
め
会
員
の
方
た
ち
が

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

※
今
回
の
質
問
、
回
答
の
内
容
は
銀
鈴

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
お
よ
び
毎
年
発
刊

し
て
い
る「
銀
鈴
」誌
に
掲
載
予
定
で
す
。 

家
族
座
談
会
前
に
行
わ
れ
ま
し
た
「
第

５
回
ス
ピ
ー
チ
大
会
」
は
、
17
名
の
出
場

者
が
ク
ラ
ス
ご
と
に
日
頃
の
練
習
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。
家
族
の
皆
さ
ま
も
出
場

者
の
発
声
上
達
に
驚
い
た
様
子
で
大
き
な

拍
手
を
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

最
後
に
福
田
先
生

の
講
評
で
的
確
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
、
参
加
者
一
同
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。 

◆
福
田
宏
之
先
生
の
講
評  

皆
様
の
ス
ピ
ー
チ
を
お
聞
き
し
本
当
に

感
銘
い
た
し
ま
し
た
。  

私
は
代
用
音
声
の
リ
ハ
ビ
リ
専
門
家
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
講
評
と
い
う
よ
り

 

平
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30
年
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 声の祭典「スピーチ大会」 

 と き  2019年 6月 15日（土） 

 ところ 東京都障害者福祉会館 

感
想
を
述
べ
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。 

皆
さ
ま
の
飽
く
な
き
努
力
、
情
熱
な
ど

に
深
く
感
銘
を
受

け
私
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
初
心

か
ら
始
ま
り
上
の

ク
ラ
ス
に
進
む
に

つ
れ
、
だ
ん
だ
ん

発
声
力
が
上
手
く

な
っ
て
い
く
の
だ

と
、
ス
ピ
ー
チ
を

お
聞
き
し
良
く
理

解
で
き
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
チ
発
表
さ
れ
た
皆
さ
ま
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

東
京
都
表
彰
受
賞 

 
 
 
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

◆ 

東
京
都
知
事
賞 

 

声
友
ク
ラ
ブ
副
委
員
長 

佐
々
木 

愼
六
氏 

平
成
30
年
12
月
３
日
（
月
）
新
宿
区
の

東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎 

大
会
議
場
に
於

い
て
銀
鈴
会
声
友
ク
ラ
ブ
副
委
員
長
の

佐
々
木
愼
六
氏
が
「
障
害
の
あ
る
方
々
の

自
立
を
支
援

す
る
事
業
に

尽
く
し
た
功

績
が
顕
著
で

あ
る
」
と
、

自
立
支
援
功

労
者
と
し
て
平
成
30
年
度
障
害
者
福
祉

関
係
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

佐
々
木
氏
は
今
回
受
賞
さ
れ
た
６
名
を
代

表
し
て
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

◆ 

東
京
都
社
会
福
祉
大
会
表
彰 

 

〇
専
務
理
事 

太
田 

時
夫
氏 

〇
常
務
理
事 

渡
邊  

操 

氏 

平
成
31
年
２
月
４
日
（
月
）、
東
京
都
、

社
会
福
祉
法
人
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
、

社
会
福
祉
法
人
東
京
都
共
同
募
金
会
の
共

催
に
よ
り
「
第
67
回
東
京
都
社
会
福
祉
大

会
」
が
東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎
大
会
議
場

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。  

銀
鈴
会
よ
り
専
務
理
事
の
太
田
時
夫
氏

と
常
務
理
事
の
渡
邊
操
氏
が
東
京
都
社
会

福
祉
協

議
会
よ

り
「
喉

頭
摘
出

者
へ
の

社
会
復

帰
支
援

に
尽
力

さ
れ
て
」

表
彰
さ

れ
ま
し

た
。 

  

 

平
成
30
年
度
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ａ
加
盟
国
で
の

食
道
発
声
研
修
会
は
、
南
イ
ン
ド
・
チ
ェ

ン
ナ
イ
で
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
延
べ
人

数
は
143
名
、
同
伴
家
族
を
含
め
る
と
243
名

に
な
り
、
食
道
発
声
研
修
に
対
す
る
期
待

の
大
き
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。 

研
修
の
大
き
な
目
的
は
、
①
食
道
発
声

の
普
及
を
目
指
し
た
徹
底
的
な
個
人
指
導

に
よ
る
会
話
力
の
向
上
②
チ
ェ
ン
ナ
イ
地

区
に
設
立
さ
れ
た
喉
摘
団
体
の
指
導
員
及

び
指
導
員
候
補
者
の
育
成
―
― 

で
す
。 

4
年
前
、
チ
ェ
ン
ナ
イ
大
学
病
院
の
医

師
Dr.
マ
ニ
を
中
心
に
チ
ェ
ン
ナ
イ
に
喉

摘
協
会
の
設
立
に
向
け
た
取
り
組
み
が
あ

り
、
そ
の
支
援
の
た
め
銀
鈴
会
か
ら
指
導

員
を
派
遣
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
指
導
し

た
会
員
の
中
か
ら
４
名
の
指
導
員
が
誕
生

し
た
こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
大
き
な
成
果

だ
っ
た
と
の
現
地
か
ら
の
高
評
価
か
ら
、

こ
の
度
の
研
修
会
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

こ
の
研
修
を
主
催
さ
れ
た
Dr.
マ
ニ
は

Ｃ
Ｒ
Ｒ
Ｔ
財
団
を
設
立
し
、
そ
の
団
体
か

ら
の
助
成
を
得
て
研
修
参
加
者
の
宿
泊
や

食
事
の
提
供
な
ど
で
、
多
く
の
遠
隔
地
の

参
加
者
を
集
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

5
日
間
の
研
修
成
果
と
し
て
は
、
①
全

く
声
の
出
な
か
っ
た
会
員
18
名
の
う
ち

17
名
が
原
音
或
い
は
２
、
３
音
の
発
声
に

成
功
②
５
音
以
上
の
発
声
上
達
者
６
名
③

短
文
章
を
話
せ
る
レ
ベ
ル
到
達
４
名
④
２

名
の
指
導
員
候
補
者
選
任
―
な
ど
で
し
た
。 

研
修
最
終
日
に
は
、
研
修
参
加
者
全
員

に
１
名
ず
つ
壇
上
で
マ
イ
ク
を
持
ち
、
発

声
練
習
の
成
果
を
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ほ
ぼ
全
員
が
声
を
発
声
す
る
こ
と
が

で
き
る
レ
ベ
ル
で
獲
得
し
た
第
２
の
声
を

し
っ
か
り
大
き
く
発
声
し
、
会
場
か
ら
温

か
い
拍
手
と
感
嘆
の
声
、
ま
た
涙
ぐ
む
ご

家
族
の
方
も
お
ら
れ
た
り
と
、
感
動
に
包

ま
れ
た
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。 

チ
ェ
ン
ナ
イ
喉
摘
団
体
に
は
、
こ
の
研

修
で
得
た
成
果
に
よ
り
更
に
上
を
目
指
し

１
名
で
も
多
く
の
喉
摘
者
の
社
会
復
帰
に

貢
献
で
き

る
活
動
を

期
待
す
る

と
こ
ろ
で

す
。
な
お

２
０
２
３

年
を
目
途

に
ま
た
計

画
す
る
の

で
来
て
ほ

し
い
と
の

強
い
要
望

を
受
け
ま

し
た
。 

 

喉
頭
摘
出
者
団
体
ア
ジ
ア
連
盟 

平
成
30
年
度
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ａ
活
動
報
告 

渡邊 操氏 太田 時夫氏 
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当
協
力
事
業
の
目
的
は
、
「
ベ
ト
ナ
ム 

喉
頭
摘
出
者
に
対
す
る
食
道
発
声
教
室
開

設
と
発
声
訓
練
体
制
の
確
立
」
で
す
。
２

０
１
７
年
４
月
か
ら
準
備
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
２
０
２
０
年
早
々
に
事
業
開

始
と
な
り
ま
す
。
一
昨
年
２
０
１
７
年
で

は
不
採
択
に
な
っ
た
案
件
で
、
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
念
願
が
叶
い
ま
し
た
。 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力

機
構
）
は
日
本
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ

Ａ
）
を
一
元
的
に
行
う
実
施
機
関
と
し
て
、

開
発
途
上
国
へ
の
国
際
協
力
を
行
っ
て
い

ま
す
。
銀
鈴
会
は
こ
の
協
力
事
業
を
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
か
ら
委
託
さ
れ
実
施
す
る
も
の
で
す
。 

な
お
、
こ
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、

「
ぎ
ん
れ
い
だ
よ
り
」
NO.
６
及
び
８
号
で

報
告
し
て
い
ま
す
。
銀
鈴
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

平
成
30
年
11
月
17
日
（
土
）
第
10
回

全
国
喉
摘
者
発
声
大
会
が
厚
生
労
働
省
後

援
に
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
喉
連
と
（
公

社
）
銀
鈴
会
の
共
催
で
東
京
都
新
宿
区
の

東
医
健
保
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

食
道
発
声
の
部
か
ら
16
名
、
Ｅ
Ｌ
の
部
か

ら
８
名
の
方
々
が
、
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
の

予
選
会
を
勝
ち
抜
き
決
勝
大
会
に
進
み
ま

し
た
。 

 

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
大
会
と
あ
っ
て
実

力
伯
仲
で
し
た
が
、
厚
生
労
働
大
臣
賞
を

獲
得
し
た
（
公
社
）
銀
鈴
会
の
斉
藤
陽
一

氏
は
、
喉
摘
者
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
素
晴

ら
し
い
歌
声
と
ス
ピ
ー
チ
で
聴
衆
を
魅
了

さ
れ
ま
し
た
。
Ｅ
Ｌ
の
部
で
は
、
い
ず
れ

劣
ら
ぬ
大
接
戦
の
末
、
北
九
州
創
声
会
の

簗
昭
子
氏
が
１
位
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
、
こ
の
大
会
は
、
公
益
財
団
法
人

Ｊ
Ｋ
Ａ
に
よ
る
「
オ
ー
ト
レ
ー
ス
公
益
資

金
」
の

補
助
を

受
け
て

の
実
施

で
す
。 

 

日
本
財
団
の
助
成
を
受
け
て
銀
鈴
会
が

実
施
す
る
巡
回
指
導
研
修
会
は
、
歴
史
を

重
ね
本
年
で
17
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今

年
度
は
以
下
の
３
県
で
実
施
し
ま
し
た
。

詳
細
は
「
銀
鈴
」
66
号
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

◆
山
口
県
山
口
喉
友
会 

・
期
間 

平
成
30
年
10
月
21
～
24
日 

・
参
加
者 

西
村
武
剛
会
長
他
延
べ
48
名 

・
派
遣
講
師 

秋
元
洋
一
副
会
長 

 

渡
邊
操
常
務 

篠
田
乃
武
子
指
導
員 

◆
鹿
児
島
県
鶴
鈴
会 

・
期
間 

平
成
30
年
10
月
28
～
31
日 

・
参
加
者
井
之
上
博
範
会
長
他
延
べ
39
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
派
遣
講
師 

齋
藤
康
夫
常
務 

 

栃
木
芙
美
子
理
事 

篠
清
一
監
事 

◆
長
野
県
信
鈴
会 

・
期
間 

平
成
30
年
11
月
6
～
9
日 

・
参
加
者 

上
篠
和
男
会
長
他
延
べ
72
名 

・
派
遣
講
師 

松
山
雅
則
会
長 

 

鈴
木
正
子
理
事 

大
貫
榮
二
理
事 

  

平
成
30
年
10
月
１
日
付
け
で
髙
梨 

泰

弘
氏
に
代
り
新
事
務
局
長
に
武
内 

進
氏
が

就
任
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

10
回
全
国
喉
摘
者 

発
声
大
会
開
催 

平
成
30
年
度 

代
替
音
声 

巡
回
指
導
研
修
会
開
催 

 
 

銀
鈴
会
出
版
部
か
ら
の
お
願
い 

短
歌
、
俳
句
、
川
柳
の
作
品
を
募
集

い
た
し
ま
す
。
「
銀
鈴
」
66
号
掲
載

予
定
、
各
種
１
作
品
（
計
３
作
品
ま

で
）、
６
月
末
締
切
、
右
記
事
務
局
ま

で
お
寄
せ
下
さ
い
。 

公益社団法人銀鈴会 

 事務局長  武内 進 

〒105-0004 

東京都港区新橋 5-7-13 

ビュロー新橋 901  

TEL：03-3436-1820  

FAX：03-3436-3497 

E-mail：office@ginreikai.net 

ホーム ページ： 

https://www.ginreikai.net/ 

♡賛助会ご加入とご寄付のお願い♡ 

身近な方々の 

ご理解とご協力をお願いいたします。 

＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆ 

年会費 

・法人賛助会員 1口 5,000 円 6 口以上 

・個人賛助会員 1口 5,000 円 1 口以上 

＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆ 

新

事

務

局

長

紹

介 

草
の
根
技
術
協
力
事
業

採
択
の
決
定
報
告 
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ご支援ありがとうございました 
ご寄付及び賛助会費を頂戴いたしました皆様  平成 31年 3月末日現在（五十音順 敬称略） 

  株式会社アトスメディカルジャパン、株式会社インターネットイニシアティブ、有限会社エコープロセス、株

式会社オカムラ、三協立山株式会社、医療法人社順康会こばやし眼科クリニック、株式会社スーパーポテト、

穂星電子工業株式会社、株式会社鈴木保有社、住石ホールディングス株式会社、住友林業株式会社、泉工医

科貿易株式会社、全日本相撲甚句協会、綜研化学株式会社、第一医科株式会社、株式会社第一興商、大新土木

株式会社、太成倉庫株式会社、株式会社大和証券グループ本社、大和ハウス工業株式会社、株式会社電制、東

京ガレーヂ株式会社、南武建設株式会社、ニチハ株式会社、日本ガレーヂサービス株式会社、有限会社野沢正

光建築工房、医療法人社団白翔会、株式会社ハーフ・センチュリー・モア、橋本総業株式会社、原田産業株式

会社、株式会社福祉施設共済会、有限会社フジ総合鑑定事務所、株式会社プロティア・ジャパン、三井住友カ

ード株式会社、株式会社三井住友銀行、株式会社明電舎、株式会社名優、株式会社メディカルコーチ、山崎製

パン株式会社、医療法人社団良宗会池上皮膚科医院、株式会社レーサム、株式会社ロッテ、和以美株式会社、

ＳＭＢＣ日興証券株式会社、ＴＯＴＯ株式会社、ＹＫＫＡＰ株式会社                               

青木佑一、青山弘、秋元一郎、秋元洋一、浅香高秀、朝田禮一、浅見精二、足立健之助、荒川敬子、荒松允

之、有巣晧三、安藤京子、安藤純一、飯島敏禎、五十嵐雅勝、井口英子、池田美代、石井恭平、石川和子、石

河文子、石塚康夫、石田研吾、市田治弥、市吉將浩、井手麻喜子、伊藤仁、犬山正人、井上貴之、井上裕子、

井上洋一郎、入谷文雄、岩崎堅司、岩崎伸、岩間和夫、上田繁、上原七司、上榁政隆、宇佐美昭夫、江口仁、

榎本眞理、江原澄、江原里美、江原節子、大井卓雄、大貫貞子、大貫美智子、大野勇三、大橋敏男、大浜保道、

岡島正恒、岡田悠紀子、岡戸冨美子、荻原勇夫、奥島茂、奥原修、小澤哲、尾野有代、笠貫達也、梶山和秀、

柏瀬幸弘、加藤芙美子、金子豊己、片山浩晶、片山雅美、茅史郎、川井栄助、川崎光夫、川鍋千枝子、岸健

作、城所忠男、木下勝男、清田次郎、沓澤昭雄、工藤剛武、窪井純子、久保木昭次、久保力男、熊川喜代司、

栗原弘、小島啓三、狐塚博、小谷昌司、後藤清、小濱利重、小林あや子、小中マス子、小林宏、権平清、今

野真機子、斉藤博、齋藤隆、齋藤隆治、坂内まち子、左海省司、酒井弘子、坂上典子、相樂多惠子、佐久間

博、櫻井卓巳、櫻井正身、佐々木昭夫、佐竹英三、佐藤和人、佐藤圭吾、佐藤賢治、佐藤茂樹、佐藤隆史、佐

藤喜重、佐野幸孝、佐野雅次、澤口みよ、山後弘子、山後祐介、鹿内健悦、重松康男、宍倉康雄、篠清市、

篠田乃武子、篠奈津子、篠美登里、柴尾邦江、柴田清、芝満雄、島田厚子、島田初夫、島田真由美、清水泉、

清水和夫、清水勢津夫、清水保良、下里岩二、朱宮裕子、正願地孝子、白井芳郎、杉山喬、鈴木綾子、鈴木

邦忠、鈴木時子、鈴木文雄、鈴木正子、鈴木三智子、鈴木光子、砂長治、隅谷貞子、隅谷政紀、相馬麻衣子、

醍醐輝世、高橋敏夫、高橋剛、高橋もと子、高橋孝壽、高橋保夫、髙原明美、髙山幸明、武田達幸、武田祐爾、

田尻直樹、橘巌、立石善一、谷貝忠秋、田原武志、辻文子、寺尾徹、寺澤永祥、栃木謙治、中岡利子、永井一

男、永井芳子、中台庄次、中西昭雄、中西正夫、中村宗夫、名越一郎、新美典子、西野宏、西村恵三郎、新田

清剛、長谷川サイ、長谷川良克、花嶋良直、馬場茂、馬場一寿、浜野耕平、林宏一、半田建二、東幸子、引

間善二、檜森聖三、平澤玉吉、廣瀬肇、藤井玉江、藤田清、藤原桂子、藤森良一、舩越建治、二木芳彦、古

川寿、古部貞雄、寳崎和人、星芳文、堀満、堀池泰之、堀江知江子、本田学、本間廣俊、前田知子、牧野清、

正木壽子、増田惣一、増田正毅、松井昇、松岡宏、松清平、松下成孝、松嶋宏、松田幸雄、松田行雄、松本

博、松山光志、松山寿美子、松山雅哉、松山雅則、眞辺致一、右田正隆、水島雅晴、水野壽夫、三田村一雄、

宮原厚夫、宮本啓三、村田恵子、村松繁雄、村本高史、森本孟子、八木清文、八木又一郎、矢島藤人、矢代三

江、安田祥子、安野智、谷田部元吉、柳葉君代、柳葉藤枝、山岡弘尚、山岡弘幸、山岡義雄、山岸正央、山

口明、山口春吉、山口平男、山崎浩子、山田善宣、山寺勉、山村利司、山本勇、山本一雄、山本恵子、横井俊

三、横江良市、吉田一男、吉田伸弥、吉田久乃、吉田美保子、吉野充聡、脇田誠照、和田栄子、和田重章、

和田義文、渡辺恵一、渡辺忠義、渡邉鐡雄、渡邊正雄、渡邊操、渡三夫、王美林、Ｅ.Ｋ.、Ｆ.Ｋ.、Ｆ.Ｈ.、

Ｈ.Ｈ.、Ｈ.Ｍ.、Ｍ.Ｊ.、Ｎ.Ｍ.、Ｎ.Ｔ.、Ｏ.Ｔ.、Ｏ.Ｙ.、Ｓ.Ｋ.、Ｓ.Ｍ.、Ｔ.Ｍ.、Ｔ.Ｋ.、Ｙ.Ｓ.、Ｙ.

Ｎ.、Ｙ.Ｙ. 

 




